第３章レジュメ（小林哲生）

Chapter 3　Marc Hauser & Susan Carey  Building a cognitive creature from a set of primitives:

Evolutionary and developmental insight
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□□導入□□

■動物　　自然淘汰によってさまざまな環境に適応．

　　　　　その結果，さまざまな種特異的なメカニズムを進化させてきた．

　　（例）コウモリ・イルカ：超音波→エコロケーション

　　　　　ミツバチ：偏光→ナビゲーション

　　　　　ヘビ：赤外線→プレデーション

　　　　　ホタル：発光→求愛，防御　

■人間　　従来の人間の認知メカニズム研究

　　　　　→進化的パースペクティブから考察なし．

　　　　　例えば，

　　　　　人間の言語はどのように獲得されたのか？

　　　　　ーーー説明不能！

　　　　　じゃ，このように考えよう！

　　　　　＊人間の言語能力のルーツはなにか？

　　　　　＊他の認知能力と言語能力の関わりは何か？

■進化心理学

　　　　　人間特有の認知能力は，先史時代の適応問題を解決するために進化

　　　　　だから，その時代の淘汰圧を考慮する必要あり．

　　　　　ーーーだが，初期人類よりはるか以前に獲得されてしまった能力もある

■言語　　人間に特有の能力！

　　　　　

　　　　　言語の基本となる概念や能力（ 物体，数，エイジェンシー）

　　　　　ーーー言語を獲得する以前からあるのか？

　　　　　（１）個体発生　→　人間の乳児？　

　　　　　（２）系統発生　→　人間以外の霊長類？

■比較アプローチ（乳児と霊長類）

　　　　　プレファレンシャル・ルッキング法を霊長類に適用．

　　　　　乳児との結果を比較→有効

　　　　　

　　　　　

□□物体と数□□

■オブジェクトと数

　　　　　　別々に研究

　　　　　　　・オブジェクト→ピアジェ流アプローチ

　　　　　　　・数→行動主義的手法を用いた認知アプローチ

　　　　　　いっしょに研究した方がよい！

　　　　　　　ーーーなぜなら，そもそも数を知るには物体を個別化する必要がある 

から

　　

　　　　　　

□□人間の言語と数概念□□

■言語の中に・・・　　　　　

　　　　　（１）明示的：　カウンティング系列（いち，に，さん・・・）

　　　　　（２）文法的：　単数形・複数形（−ｓ），限定詞（few ，many・・・）

　　　　　（３）個別化の基準：　可算名詞と不可算名詞　

　　　　　

□□乳児のオブジェクト概念□□

■対象物の永続性

　　　　　ピアジェ：　約８か月齢で獲得

　　　　　スペルキ：　約４か月齢で獲得

　　　　　手法の相違点

　　　　　ピアジェ：　サーチング課題

　　　　　スペルキ：　注視時間を指標とした課題　

　　　　　ピアジェ流研究の再検討の必要性あり！

■ベイラージョンの有名な「スクリーン回転」実験

　　　　　被験児：約４か月齢

　　　　　彼らが理解していること

　　　　　ーーー（１）対象物がスクリーンに隠されても，その背後に存在し続ける

　　　　　　　　（２）ある物体が占めている空間を他の物体がすり抜けることはで 

きない

　　　　　　

■スペルキの実験：時空間の連続性

　　　　　乳児が理解していること

　　　　　ーーー（１）対象物が遮蔽物の背後に隠れても、

　　　　　　　　　　　それが存在し続けることを知っている！　

　　　　　　　　（２）２つの対象が外見上は類似していても

　　　　　　　　　　　それらが別々の対象であることを区別できる！

　　　　　　　　（３）対象を個別化する場合に、

　　　　　　　　　　　時空間的な基準を使用する！

　　　　　　　　　　　系列的に対象が現れる場合に、

　　　　　　　　　　　対象が時空間的に連続した軌跡をとらない場合は、

　　　　　　　　　　　少なくとも２つの別々の対象があると表象する！

■ウィンの足し算・引き算実験

　　　　　ウィンは、乳児が計算を理解できるとしたが、

　　　　　対象の表象といった観点から見ると・・・・、

　　　　　ーーー（１）乳児は、対象が遮蔽物の背後に隠れても、

　　　　　　　　　　　存在し続けるものとして対象を表象する！

　　　　　　　　（２）乳児は、２つの人形が外見上は類似していても

　　　　　　　　　　　それらが別々の対象であることを区別できる！

　　　　　　　　（３）乳児は、ひとつの対象が同時に２つの場所に

　　　　　　　　　　　存在することはできないことを知っている！

■まとめ

　　　　　ピアジェの立場　ーーーー　近年の研究

　　　　　　　　　　　　　一致せず

　　　　　オブジェクト概念

　　　　　　　ピアジェの構成主義的発達感　×

　　　　　　　生得的概念　○

　　　　　　　

　　　　　数，オブジェクト

　　　　　　　言語に先行して獲得：言語と独立して進化

　　　　　　　→動物ではどうだろうか？

□□動物のオブジェクト概念□□

　　　　　

■ピアジェ流動物研究

　　　　　対象物の永続性：第何段階まで達するか？

　　　　　ーーーイヌやネコ，マカク，大型類人猿を中心に研究

　　　　　

　　　　　動物の知能をピアジェの段階に合わせて評価する試み　　　　　　　

■ウィンの研究を霊長類に

　　　　　プレファレンシャル・ルッキング法を用いて，

　　　　　マカクザルが，乳児と同じように振る舞うか？　　　　　　　

　　　　　ーーー新たな挑戦！

　　　　　３つの実験

　　　　　期待違反法（violation-of-expectation method）

　　　　　マカクザル

　　　　　ーーー注視時間：１＋１＝２（可能事象）　＜　１＋１＝１（不可能事象）

　　　　　　　　乳児と同じように振る舞う

　　　　　

　　　　　ワタボウシタマリン（南米の小さなサル）

　　　　　ーーー注視時間：１＋１＝２（可能事象）　＜　１＋１＝１（不可能事象）

　　　　　　　　乳児と同じように振る舞う

■まとめ

　　　　注視時間を用いた研究は，霊長類でも使える

　　　　ーーー動物と乳児を直接比較できる！

　　　　　　　すばらしい

　　　　乳児も，マカクザルも，タマリンも

　　　　数を表象できる

　　　　　　↓　　

　　　　言語によって数を表象できるようになったわけではない！

　　　　ーーー言語と数は独立に進化，そして独立のメカニズム

□□数認知メカニズム□□

　　　　言語によらない数認知メカニズム：乳児研究から

　　　　ーーー（１）ニューメロンリスト・モデル

　　　　　　　（２）アキュミュレーター・モデル

　　　　　　　（３）オブジェクトファイル・モデル

　　　（１）ニューメロンリスト・モデル（ゲルマン＆ガリステル，1978）

　　　　　　いわば，言語によらないカウンティング

　　　　　　順序関係を備えた内的表象（！＠＃＄％・・・：ニューメロン）を仮定

　　　　　　それらと外界の対象の一対一対応

　　　　　　最終的なニューメロンが，対象の集合を表象

　　　　　　１→！　

　　　　　　２→＠　

　　　　　　３→＃　　　と表象する．

　　　（２）アキュミュレーター・モデル（メック＆チャーチ，1978）

　　　　　　アナログ式の量的表象

　　　　　　

　　　　　　ーーー神経系ーーー

　　　　　　パルス・ジェネレーター：一定の速度でパルスを生成　

　　　　　　　↓

　　　　　　スイッチ：数を表象する場合にスイッチがオンになる

　　　　　　　↓

　　　　　　アキュミュレーター：エレルギーが貯まる　

　　　　　　アキュミュレーターに貯め込まれた水位で数を表象する

　　　　　　あたかも「線分」で数を表象するかのよう．

　　　　　　１→　　

　　　　　　２→　　　　　

　　　　　　３→　　　　　　と表象する．

　　　　（３）オブジェクトファイル・モデル（ウラー，1997）

　　　　　　　数専門のメカニズムを仮定せず

　　　　　　　視覚系のモノを表象するメカニズムで説明

　　　　　　　

　　　　　　　物体　　　　　　　物体

　　　　　　　ーーーーー心ーーーーー

　　　　　　　ファイル　　　ファイル

　　　　　　　

　　　　　　　ーーーーーーーーーーー

　　　　　　つまり，

　　　　　　１→　「モノ」

　　　　　　２→　「モノ」「モノ」

　　　　　　３→　「モノ」「モノ」「モノ」　　と表象する．

　　　　　　（１）と（２）は，数に対してなんらかのシンボルを仮定

　　　　　　（３）は，数に対するシンボルを仮定せず．

　　　　　　どれが正しいか？

　　　　　　激しい議論が展開

　　　　　　ーーー（３）が有力（小林意見：そうでもない！）

　　　　　　　　

□□動物の数の能力□□　　　　　　

　　　　　　動物は数がわかるか？

　　　　　　ーーーおそらく，イエス！　

　　　　　　　　　比較心理学の黎明期以来，研究がある．　　　

　　　　　　

　　　　　　数のシンボル（アラビア数字：１−９）を理解

　　　　　　ーーーチンパンジー（アイ），ヨウム（アレックス）

　　　　　　足し算も可能．シンボルでの足し算も可

　　　　　　ーーーチンパンジー（シバ）

　　　　　　だが，

　　　　　　動物にアラビア数字や数の弁別を教えるのは，　　　　　　

　　　　　　長期間の訓練を必要とする

　　　　　　

□□結論□□

　　　　　　数の概念は，

　　　　　　個体発生，系統発生のいずれにおいても

　　　　　　言語の獲得に先行する．

　　　　　　アラビア数字（ニューメロン）→文化の影響

　　　　　　オブジェクトファイルやアキュミュレーター→生まれながらにして備え 

る？

　　　　　　動物と共有する非言語的な数認知メカニズム

　　　　　　これが

　　　　　　言語の影響を受けることにより

　　　　　　カウンティング，そしてより高度な算数につながっていく．

　　　　　　言語

　　　　　　と

　　　　　　言語によらない概念

　　　　　　このふたつを明確に区別して研究することが重要．

　　　　　　そのためには，乳児と動物の研究が欠かせないと言える！
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